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う
だ
け
で
な
く
、
生
産
者
と
消
費
者
と
の
協
同
で

食
と
農
の
あ
り
方
を
問
い
直
し
、
再
構
築
す
る
取

り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
ジ
ェ
ン

ダ
ー
視
点
に
た
っ
た
農
協
経
営
は
欠
か
せ
な
い
。

�
「
変
わ
る
女
性
」
と
参
画
の
実
態�

　

そ
の
た
め
に
は
、
農
協
運
営
へ
の
女
性
参
画
の

促
進
は
緊
急
課
題
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会

基
本
法
の
制
定
を
受
け
て
、
農
協
グ
ル
ー
プ
も
二

〇
〇
〇
年
に
開
催
さ
れ
た
第
二
二
回
Ｊ
Ａ
全
国
大

会
で
「
女
性
の
Ｊ
Ａ
運
営
等
へ
の
参
画
の
促
進
」

を
決
議
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
〇
三
年
度
末
ま
で

に
達
成
す
べ
き
数
値
目
標
を
設
定
し
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
県
中
央
会
や
単
協
で
は
具
体
的
な
検
討

を
進
め
て
お
り
、
遅
々
と
し
て
い
た
理
事
や
総
代

等
へ
の
女
性
登
用
に
漸
く
変
化
が
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
二
〇
〇
一
年
九
月

現
在
の
女
性
理
事
は
一
八
七
人
で
、設
定
し
た｢  
合

併
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
女
性
理
事
二
名
以
上｣  
と
い
う

目
標
に
は
、
ま
だ
遠
く
及
ば
ず
、
と
り
わ
け
難
し

い
の
が
正
組
合
員
加
入
で
あ
る
。
Ｊ
Ａ
運
営
へ
の

女
性
参
画
に
前
向
き
に
取
り
組
む
農
協
が
「
数
値

目
標
達
成
」
し
よ
う
と
努
力
し
て
も
、
女
性
理
事

の
二
名
は
リ
ー
ダ
ー
的
な
女
性
の
中
か
ら
選
出
で

き
る
が
、
農
協
へ
の
関
心
を
示
す
尺
度
と
言
え
る

正
組
合
員
の
加
入
は
な
か
な
か
進
ま
な
い
。

�
「
食
の
安
全
性
」
と
女
性�

　

昨
年
来
、
農
協
団
体
も
関
わ
っ
た
食
品
の
表
示

や
産
地
偽
装
問
題
が
発
生
し
た
中
で
、全
中
は「
農

協
経
済
事
業
刷
新
委
員
会
」
を
設
置
し
、
問
題
発

生
の
要
因
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
六
月
末
を
目

途
に
「
安
心
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
Ａ
型
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
）
の
確
立
」
等
を
含
む
経
済
事
業
の
刷
新
課

題
を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
回
委
員
会
で
は
、

学
識
経
験
者
委
員
や
消
費
者
委
員
か
ら
「
一
時
的

な
問
題
で
は
な
く
、
組
織
体
質
の
問
題
」「
口
で
は

消
費
者
志
向
を
い
う
が
、
実
際
は
組
織
が
閉
鎖
的

で
消
費
者
に
開
か
れ
て
い
な
い
」
と
の
意
見
が
相

次
い
だ
と
い
う
。
こ
れ
は
、
消
費
者
軽
視
、
生
活

視
点
の
希
薄
さ
に
対
す
る
痛
烈
な
指
摘
で
あ
り
、

消
費
者
や
地
域
住
民
の
価
値
基
準
で
事
業
を
推
進

し
て
い
く
に
は
、生
活
や
女
性
を
重
視
す
る
、い
わ

ば
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
た
っ
た
農
協
経
営
へ
の
転

換
が
必
要
な
こ
と
を
忠
告
す
る
も
の
で
も
あ
ろ
う
。

　

同
時
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
相
次
い
で
顕
在

化
し
て
い
る
輸
入
野
菜
や
加
工
食
品
か
ら
の
残
留

農
薬
や
未
承
認
の
食
品
添
加
物
検
出
問
題
と
同
根

の
も
の
で
、
食
料
自
給
率
の
低
下
や
効
率
性
重
視

の
食
の
あ
り
方
等
も
問
題
発
生
の
背
景
に
は
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
単
に
「
経
済
事
業
の
刷

新
」
や
「
安
全
・
安
心
の
シ
ス
テ
ム
確
立
」
と
い

　

こ
う
し
た
、
い
わ
ば
「
身
内
の
女
性
」
の
農
協

に
対
す
る
関
心
の
低
下
は
、
女
性
た
ち
の
意
識
や

生
活
実
感
と
農
協
運
営
と
の
乖
離
を
示
す
証
左
の

一
つ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
で
は
消
費
者
（
生
活
）

の
価
値
基
準
で
の
事
業
推
進
は
難
し
い
。

　

そ
の
背
景
に
は
、
農
協
合
併
が
進
む
一
方
で
、

広
域
化
し
た
農
協
に
お
け
る
組
織
活
動
の
あ
り
方

が
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
支
所
機
能
の
低
下
や

事
務
局
体
制
の
脆
弱
化
等
に
よ
り
、
女
性
活
動
の

停
滞
傾
向
が
一
層
加
速
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
生
活
地
点
で
の
日
常
活
動
を
困

難
に
し
、
協
同
活
動
を
支
え
る
人
づ
く
り
の
場
も

縮
小
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

　

女
性
組
織
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
現
在
全
国

的
に
検
討
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
、
単
な
る
小
手

先
の
改
革
や
こ
れ
ま
で
の
延
長
上
で
の「
手
直
し
」

程
度
で
は
、「
女
性
と
農
協
と
の
乖
離
」
を
修
復
す

る
の
は
困
難
で
あ
ろ
う
。必
要
な
の
は
、農
協
自
身

が
組
織
と
経
営
を
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
で
見
直
す
こ

と
で
あ
り
、具
体
策
の
一
つ
と
し
て
は
、農
業
経
営

や
直
売
・
農
産
加
工
等
の
多
様
な
事
業
活
動
に
自

発
的
に
取
り
組
む
女
性
た
ち
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
女
性
部
活
動
が
全

体
と
し
て
は
停
滞
す
る
一
方
で
、
地
域
の
農
業
や

暮
ら
し
の
課
題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
意
識
と
行
動

力
を
備
え
た
女
性
達
の
裾
野
は
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　

同
時
に
、
事
業
活
動
を
企
画
し
、
日
常
的
に
執

行
す
る
部
署
へ
の
女
性
職
員
の
参
画
も
必
要
と
な

る
。
女
性
職
員
の
登
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
一
九

九
二
年
に
当
農
林
中
金
総
合
研
究
所
が
女
性
管
理

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

調
査
・
研
究
ノ
ー
ト

　
　
　
迫
ら
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
た
っ
た
農
協
経
営

迫
ら
れ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
視
点
に
た
っ
た
農
協
経
営
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職
の
い
る
農
協
を
対
象
に
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
。

類
似
の
調
査
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
や
や
古
く
な

る
が
、
そ
の
結
果
を
見
る
と
、
調
査
農
協
に
お
い

て
は
全
管
理
職
に
占
め
る
女
性
比
率
が
一
六
・
二

％
と
、
予
想
外
に
高
い
結
果
が
で
た
。
と
は
い
え
、

「
主
任
」「
係
長
」「
課
長
補
佐
」
と
い
っ
た
下
位

職
位
者
が
七
割
を
占
め
て
い
た
し
、
長
期
勤
続
の

中
で
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
し
て
き
た
女
性
群
が
い
た

こ
と
が
主
た
る
要
因
で
あ
り
、
意
識
的
な
人
材
育

成
・
登
用
と
い
う
視
点
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
か

っ
た
。
女
性
の
「
Ｊ
Ａ
運
営
等
へ
の
参
画
促
進
」

を
決
議
し
た
第
二
二
回
Ｊ
Ａ
全
国
大
会
で
も
女
性

職
員
の
登
用
に
は
触
れ
て
お
ら
ず
、
一
九
九
七
年

の
第
二
一
回
大
会
決
議
の
中
で
、た
っ
た
一
行「
女

性
の
管
理
職
登
用
を
促
進
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
農
協
に
お
い
て
意
識
さ

れ
て
い
る
「
Ｊ
Ａ
運
営
へ
の
女
性
参
画
」
は
、
組

合
員
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

�
女
性
職
員
の
登
用
が
焦
点
に
な
っ
た
生
協�

　

ち
な
み
に
、
日
本
生
協
連
で
は
、
女
性
の
地
位

向
上
に
関
す
る
国
際
的
な
運
動
が
高
ま
る
中
で
、

一
九
九
一
年
に
会
長
の
諮
問
機
関
と
し
て
女
性
評

議
会
を
設
置
し
、
男
女
共
同
参
画
型
の
生
協
運
動

を
目
指
し
て
調
査
と
課
題
検
討
を
行
い
、
一
九
九

三
年
に
は
意
識
改
革
や
機
関
運
営
の
改
善
、
女
性

職
員
の
育
成
を
提
言
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
九

五
年
に
は
、
女
性
の
働
く
環
境
の
改
善
や
「
職
種

の
拡
大
と
フ
ル
タ
イ
ム
の
女
性
職
員
比
率
の
向

上
」｢  

幹
部
職
員
へ
の
女
性
の
積
極
的
登
用｣  
（
課

長
職
以
上
の
幹
部
職
員
比
率
を
全
て
の
生
協
で
一

〇
％
以
上
に
）｢  
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
働
き
が
い
の

創
出
と
待
遇
の
向
上｣  
等
、「
男
女
共
同
参
画
を
促

進
す
る
た
め
に
生
協
が
目
指
す
こ
と
」
を
具
体
的

に
提
起
し
て
い
る
。

　

現
在
は
、
女
性
評
議
会
を
発
展
的
に
改
組
し
て

発
足
し
た
男
女
共
同
参
画
小
委
員
会
を
中
心
に
二

〇
〇
一
〜
二
〇
〇
五
年
を
目
途
と
す
る
第
二
次
中

期
的
行
動
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
そ
こ
で

も
重
点
課
題
と
し
て「
組
合
員
分
野
の
行
動
課
題
」

と
と
も
に
「
職
員
分
野
の
行
動
課
題
」
を
取
り
上

げ
て
い
る
と
お
り
、
生
協
で
は
当
初
か
ら
職
員
レ

ベ
ル
の
参
画
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
ま
た
、
日
本
生
協
連
の
事
業
・
活
動
に

よ
り
多
く
の
女
性
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
等

を
目
的
に
、
前
小
委
員
会
と
同
時
に
発
足
し
た
全

国
女
性
会
議
は
、
初
期
の
目
的
を
果
た
し
た
こ
と

か
ら
二
〇
〇
〇
年
度
末
に
は
解
消
し
て
お
り
、
い

わ
ば
取
り
組
み
の
焦
点
は
職
員
レ
ベ
ル
に
移
さ
れ

て
い
る
。
と
り
わ
け
、
店
舗
事
業
の
経
営
改
善
に

と
っ
て
は
女
性
職
員
の
中
で
多
数
を
占
め
る
パ
ー

ト
職
員
の
登
用
と
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
が
課
題
だ

と
し
、
経
営
上
の
重
要
な
実
践
課
題
と
し
て
位
置

づ
け
て
き
て
い
る
。

�
必
要
と
な
っ
た
農
協
で
の
女
性
職
員
登
用�

　

農
協
に
お
い
て
も
、
こ
こ
に
き
て
女
性
職
員
の

登
用
に
若
干
の
変
化
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
最

近
み
た
あ
る
農
協
の
機
関
紙
に
九
支
店
の
渉
外
課

の
職
員
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
課
長
は
全
員
女

性
が
占
め
て
い
た
し
、
福
祉
事
業
へ
の
取
り
組
み

が
進
む
中
で
担
当
課
長
に
女
性
を
登
用
す
る
農
協

も
増
え
て
い
る
。
あ
る
県
で
生
活
担
当
部
課
長
会

議
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
女
性
が
多
数
を
占
め
、
主

催
者
が
驚
い
た
と
い
う
事
実
も
示
す
よ
う
に
女
性

職
員
の
登
用
は
確
実
に
進
ん
で
い
る
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
実
態
は
、
生
活
に
か
か
わ
る
事
業
や
組

合
員
と
接
す
る
最
前
線
の
部
門
で
は
「
女
性
の
特

性
発
揮
」
を
期
待
す
る
と
い
う
、
性
別
役
割
分
業

の
根
強
さ
を
一
面
で
は
示
す
も
の
の
、
実
力
を
備

え
た
女
性
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
も
あ

ろ
う
。
そ
れ
は
、
最
近
の
広
域
合
併
農
協
に
お
け

る
女
性
常
務
や
女
性
参
事
の
誕
生
等
（
兵
庫
県
、

岩
手
県
）か
ら
も
伺
え
る
も
の
で
、「
女
性
の
職
域
」

を
超
え
て
経
営
を
担
い
得
る
女
性
た
ち
の
裾
野
は

確
実
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
生
協
（
パ
ー
ト
の
登
用
、

と
い
う
処
遇
面
で
の
問
題
は
残
さ
れ
て
い
る
が
）

と
同
様
に
、
農
協
に
と
っ
て
も
「
生
活
」
や
「
地

域
」
の
視
点
を
重
視
し
た
事
業
展
開
を
す
る
上
で

女
性
職
員
の
登
用
は
必
須
の
課
題
で
あ
り
、
意
識

的
な
人
材
育
成
・
登
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す

る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
。「
農
と
共
生
の
世

紀
づ
く
り
」
や
「
食
の
安
全
・
安
心
の
確
立
」
を

単
な
る
「
目
標
」
に
留
め
な
い
た
め
に
は
、
誰
が

ど
の
よ
う
に
実
践
す
る
の
か
、
い
わ
ば
実
践
の
主

体
形
成
と
行
動
力
が
問
わ
れ
て
く
る
。
そ
し
て
ま

た
、「
Ｊ
Ａ
は
『
変
わ
っ
た
』
と
い
う
評
価
を
実

現
す
る
」（
経
済
事
業
刷
新
委
員
会
）
た
め
に
も
、

今
問
わ
れ
て
い
る
の
は
女
性
を
真
に
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
評
価
・
処
遇
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（
根
岸
久
子
）
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